
今週
こんしゅう

の聖書
せいしょ

研究
けんきゅう

ガイドのポイント           アドベンチスト聴
ちょう

覚
かく

しょうがい者
しゃ

友
とも

の会
かい

                                

   

総
そう

 題
だい

 「試練
し れ ん

を共
とも

にされるキリスト」 

      

第
だい

４
よん

課
か

 金
きん

細工
ざ い く

職人
しょくにん

の顔
かお

を見
み

る 

松下
まつした

晃
こ う

大
だい

 

 

１
いち

．安息日午後
あ ん そ く に ち ご ご

 

純金
じゅんきん

を作
つく

るというのは、大変
たいへん

なことのようです。インドの伝統的
でんとうてき

な職人
しょくにん

のところでは、炭
すみ

の

火
ひ

の中
なか

に瓦
かわら

を置
お

き、その上
うえ

に塩
しお

・タマリンドの実
み

・レンガの粉
こな

を混
ま

ぜた混合物
こんごうぶつ

と、金
きん

をのせま

す。 

この混合物
こんごうぶつ

が火
ひ

で溶
と

ける時
とき

に、金
きん

が純金
じゅんきん

になるようです。 

ただ、純金
じゅんきん

の質
しつ

がいまひとつであれば、さらに高
たか

い温度
お ん ど

の火
ひ

で混合物
こんごうぶつ

と共
とも

に熱
ねつ

します。 

質
しつ

が良
よ

い純金
じゅんきん

は、職人
しょくにん

が金
きん

を見
み

た時
とき

に、まるでかがみのように金
きん

に職人
しょくにん

の顔
かお

が映
うつ

るそうで

す。純金
じゅんきん

は美
うつく

しく、非常
ひじょう

に高価
こ う か

なものですが、純金
じゅんきん

を作
つく

るためには、厳
きび

しく危険
き け ん

な過
か

程
てい

を通
とお

らなければならないのです。※ガイドの表紙
ひょうし

の絵
え

を見
み

てみましょう。 

神様
かみさま

も私
わたし

たちを清
きよ

め、金
きん

のように熱
ねっ

し、神様
かみさま

のみかたちに変
か

えたいと望
のぞ

んでおられます。 

私
わたし

たちの品性
ひんせい

が、かがみのようにイエス様
さま

を映
うつ

すものになるには、数々
かずかず

の試練
し れ ん

が必要
ひつよう

なので

す。 

今週
こんしゅう

は、品性
ひんせい

の形成
けいせい

の大切
たいせつ

さについて、イエス様
さま

に似
に

た品性
ひんせい

になることの大切
たいせつ

さについて学
まな

び

ます。 

 

２
に

．日曜日
に ち よ う び

：神
かみ

のみかたちに 

「神
かみ

は前
まえ

もって知
し

っておられた者
もの

たちを、御子
み こ

の姿
すがた

に似
に

たものにしようとあらかじめ定
さだ

めら

れました。それは御子
み こ

が多
おお

くの兄弟
きょうだい

の中
なか

で長子
ちょうし

となられるためです。」（ローマ８
はち

： ２ ９
にじゅうきゅう

） 

神様
かみさま

は最初
さいしょ

、私
わたし

たちを神様
かみさま

の姿
すがた

にかたどってお造
つく

りになりました。しかし、その姿
すがた

は罪
つみ

によ

って損
そこ

なわれました（失
うしな

われました）。私
わたし

たちは罪
つみ

に汚
けが

れてしまっていますが、神様
かみさま

の切
せつ

なる

望
のぞ

みは、私
わたし

たちを創造
そうぞう

当初
とうしょ

の姿
すがた

に回復
かいふく

することです。 

罪
つみ

の世界
せ か い

において、私
わたし

たちが創造
そうぞう

当初
とうしょ

の姿
すがた

に回復
かいふく

するということは、神様
かみさま

のみかたちが私
わたし

た

ちのうちに現
あらわ

される、品性
ひんせい

の完成
かんせい

です。 

 

 



３
さん

．月曜日
げ つ よ う び

：清
きよ

めの火
ひ

の中
なか

の信仰
しんこう

 

ヨブ記
き

２ ３
にじゅうさん

：１
いち

〜１０
じ ゅ う

を読
よ

んでみましょう。 

「しかし彼
かれ

はわたしの歩
あゆ

む道
みち

を知
し

っておられる。彼
かれ

がわたしを試
こころ

みられるとき、わたしは金
きん

のように出
で

て来
く

るであろう。」（ヨブ記
き

２ ３
にじゅうさん

：１０
じ ゅ う

 口語
こ う ご

訳
やく

） 

恐
おそ

ろしい試練
し れ ん

の中
なか

にあっても、ヨブは神様
かみさま

を信頼
しんらい

し、試練
し れ ん

に耐
た

えました。 

ヨブは、神様
かみさま

を信頼
しんらい

し続
つづ

ける限
かぎ

り良
よ

いものになること、純金
じゅんきん

のようになることを知
し

っており、

将来
しょうらい

そうなることを見
み

ていました。 

そのようなヨブは試練
し れ ん

の中
なか

にあっても清
きよ

めを感
かん

じ、耐
た

えることができました。 

試練
し れ ん

の中
なか

にあっても、その試練
し れ ん

を通
とお

して清
きよ

めを感
かん

じていたことが、ヨブの品性
ひんせい

の素晴
す ば

らしさを

証
あか

しています。 

 

４
よん

．火曜日
か よ う び

：イエスの最後
さ い ご

の言葉
こ と ば

 

マタイ２５
にじゅうご

章
しょう

には、イエス様
さま

が弟子
で し

たちに語
かた

った最後
さ い ご

のたとえ話
はなし

が記
しる

されています。 

「十人
じゅうにん

のおとめ」「タラント」「羊
ひつじ

と山羊
や ぎ

」とても有名
ゆうめい

な例
たと

え話
はなし

です。 

これらの例
たと

え話
はなし

は、イエス様
さま

の再臨
さいりん

を待
ま

つ者
もの

として、私
わたし

たちがどのように生
い

きるべきかにつ

いて教
おし

えています。 

再臨
さいりん

が近
ちか

づく今
いま

、とても大切
たいせつ

な教
おし

えとなっています。 

「十人
じゅうにん

のおとめ」のたとえに出
で

てくる「油
あぶら

」は、聖霊
せいれい

を表
あらわ

しているとよく説明
せつめい

されます。 

もちろんその通
とお

りですが、エレンホワイトはもう一
ひと

つ、「品性
ひんせい

」をも象 徴
しょうちょう

していると言
い

いま

す。 

五人
ご に ん

のかしこいおとめが余分
よ ぶ ん

に持
も

っていておろかなおとめにあげることができなかった油
あぶら

は、

だれもその人
ひと

に代
か

わって手
て

に入
い

れることができない品性
ひんせい

でもあります。 

「羊
ひつじ

と山羊
や ぎ

」のたとえでは、王様
おうさま

が国民
こくみん

をそれぞれの行
おこな

いと品性
ひんせい

によって右
みぎ

と左
ひだり

に分
わ

けてい

ます。 

これは、行
おこな

いによる救
すく

いについて教
おし

えているのではありません。 

しかし、救
すく

いの計画
けいかく

にとって品性
ひんせい

の発達
はったつ

がどれほど重要
じゅうよう

であるか、イエス様
さま

によって救
すく

われて

いる者
もの

が、その救
すく

いを生
い

き方
かた

と品性
ひんせい

の中
なか

に反映
はんえい

しているかが大切
たいせつ

だと知
し

ることができます。 

 

５
ご

．水曜日
す い よ う び

：「目覚
め ざ

めた人々
ひとびと

」 

ダニエル１２
じゅうに

：１
いち

〜１０
じ ゅ う

を読
よ

んでみましょう。ここにはダニエルが見
み

た 幻
まぼろし

として、再臨
さいりん

の前
まえ

に起
お

こる出来事
で き ご と

が記
しる

されています。 

イエス様
さま

が来
こ

られる直前
ちょくぜん

には、かつてなかったほどの悩
なや

みの時
とき

が来
く

ると記
しる

されています。 

そして、その時代
じ だ い

に生
い

きる正
ただ

しい人々
ひとびと

と逆
さか

らう人々
ひとびと

が描
か

かれています。 



正
ただ

しい人々
ひとびと

はこのように記
しる

されています。 

「目覚
め ざ

めた人々
ひとびと

は、大空
おおぞら

の光
ひかり

のように輝
かがや

き、多
おお

くの者
もの

の救
すく

いとなった人々
ひとびと

はとこしえに星
ほし

と

輝
かがや

く。」（ダニエル１２
じゅうに

：３
さん

）どのようにしたら、このような素晴
す ば

らしい人
ひと

になれるのでしょう

か。 

１０
じ っ

節
せつ

には「多
おお

くの者
もの

は清
きよ

められ、白
しろ

くされ、練
ね

られる。」と記
しる

されています。 

正
ただ

しい人々
ひとびと

は、悩
なや

みの時
とき

に練
ね

られ、清
きよ

められるのです。 

試練
し れ ん

を通
とお

して清
きよ

められ、大空
おおぞら

のように輝
かが

く正
ただ

しい人
ひと

が、再臨
さいりん

の直前
ちょくぜん

には大勢
おおぜい

いるのです。 

 

６
ろく

．木曜日
も く よ う び

：品性
ひんせい

と共
きょう

同体
どうたい

 

エフェソ４
よん

：１１
じゅういち

〜１６
じゅうろく

を読
よ

んでみましょう。 

パウロがエフェソの信徒
し ん と

に、教会
きょうかい

は一
ひと

つの体
からだ

であると書
か

いています。 

イエス様
さま

が頭
あたま

で、残
のこ

りの部分
ぶ ぶ ん

は神
かみ

の民
たみ

が作
つく

り上
あ

げているというのです。 

「ついには、わたしたちは皆
みな

、神
かみ

の子
こ

に対
たい

する信仰
しんこう

と知識
ち し き

において一
ひと

つのものとなり、成熟
せいじゅく

した人間
にんげん

になり、キリストの満
み

ちあふれる豊
ゆた

かさになるまで成長
せいちょう

するのです。」（エフェソ

４
よん

：１３
じゅうさん

）ここには、教会
きょうかい

の究 極
きゅうきょく

の目的
もくてき

が記
しる

されています。 

まさに、品性
ひんせい

が成
せい

熟
じゅく

し、キリストが満
み

ちあふれることが私
わたし

たちの歩
あゆ

みの目的
もくてき

です。自分
じ ぶ ん

ひと

りでこの目的
もくてき

が達成
たっせい

できるでしょうか。 

この目的
もくてき

を到
とう

達
たつ

するために私
わたし

たちはお互
たが

いを必要
ひつよう

とするのです。 

私
わたし

たちは互
たが

いに協 力
きょうりょく

して交
まじ

わりを持
も

つときに、キリストの豊
ゆた

かさを経験
けいけん

し、成長
せいちょう

すること

ができるのです。 

 

７
なな

．金曜日
き ん よ う び

：さらなる研究
けんきゅう

 

参考
さんこう

資料
しりょう

として、『キリストの実物
じつぶつ

教訓
きょうくん

』第
だい

２ ９
にじゅうきゅう

章
しょう

「花婿
はなむこ

を迎
むか

える準備
じゅんび

」、『各時代
かくじだい

の

大争闘
だいとうそう

』第
だい

３ ９
さんじゅうきゅう

章
しょう

「大
おお

いなる悩
なや

みの時
とき

」を読
よ

みましょう。 

 

「品性
ひんせい

を築
きず

くことは、人類
じんるい

に任
まか

された最
もっと

も大切
たいせつ

な働
はたら

きであって、今日
こんにち

ほどこれについて熱心
ねっしん

に研究
けんきゅう

しなければならない時
とき

はかつてなかった。これほど重大
じゅうだい

な問題
もんだい

に当面
とうめん

した時代
じ だ い

はこれま

でになく、また青年
せいねん

男女
だんじょ

が今日
こんにち

ほど大
おお

きな危機
き き

に直面
ちょくめん

したこともかつてないことであった。」

（『教育
きょういく

』 ２ ６ ６
にひゃくろくじゅうろく

ページ） 

 

品性
ひんせい

の形成
けいせい

のために祈
いの

りましょう。もし今
いま

、試練
し れ ん

の中
なか

にいるのであれば、神様
かみさま

を信頼
しんらい

し、将来
しょうらい

の品性
ひんせい

のために祈
いの

りましょう。 

 



〈話
はな

し合
あ

いのための質問
しつもん

〉 

試練
し れ ん

による清
きよ

め、品性
ひんせい

の形成
けいせい

をどのように経験
けいけん

したことがあるでしょうか。 

苦
くる

しむことを通
とお

して以外
い が い

に、清
きよ

められた方法
ほうほう

があったでしょうか？ 


